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 青森県支部会員の皆様　日頃は監査指導業務にご協力いただきまして誠にありがとうございます。　

監査指導業務について
　ＪＡＲＬ青森県支部では、監査指導委員長と監査指導委員を選任し、全県で11名の方がボランテアで監査
指導業務にあたっています。

　監査指導業務とは電波障害に関する相談受付や対策の指導、アマチュアバンド内のモニター、

アマチュア無線に関する育成指導、ＪＡＲＬガイダンス局の運営・管理などが主な活動です。

★周波数の使用区別を守りましょう。

 アマチュア無線には、同じ周波数帯をモールスや衛星通信、ATV、レピータ等様々な通信で共用することから、

種類ごとに使用できる周波数が決まっています。

 混信防止のため使用区別に従って運用しましょう。

運用期間 平成29年11月2日から

平成30年1月28日まで

FM 宇宙通信 レピータ 運用場所 弘前市

１４４MHz 12 23 0 18 0 運用者　所見 使用区分を知らない者、知っていて

４３０MHｚ 33 78 14 87 5 運用している者、いろいろあり。知って

合計 45 101 14 105 5 いる者は沈黙するか、ＱＳＹする者が

多い。知らない者は、「何処でやれば良

いか知らせろ」と開き直る者が多い。

また講習会で、使用区分を習わなか
ったと自分を正当化する者もいる。

運用期間 平成29年12月26日から

平成30年1月24日まで

FM 宇宙通信 レピータ 運用場所 八戸市

１４４MHz 8 1 0 11 1 運用者　所見 コールサインを持っていても使用区

４３０MHｚ 12 6 2 12 24 分を守らない局あり、４３８．４８ＭＨＺ

合計 20 7 2 23 25 へＱＳＹして交信を続ける。講習会で渡さ
れたバンドプランをもう一度見るとのこと。

運用期間 平成30年2月1日から

3月31日まで

FM 宇宙通信 レピータ 運用場所 三戸郡階上町　三沢市

１４４MHz 13 1 0 33 2 運用者　所見 相変わらず、使用区分やコールサイン言わ

４３０MHｚ 12 6 3 39 3 ない局がいる。使用区分を守らない局は局

合計 25 7 3 72 5 免許を持っていいない不法局と推察される。
警告を流すと、交信を辞め、しばらくは、そ
の周波数を使用しない。
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